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当院における腹腔鏡下単純子宮全摘術における経腟的回収時の
腟壁保護の工夫











る症例において，腟壁保護のため Alexi s ®O
ウーンドリトラクター（WR）を経腟的に挿入
し子宮の回収を行なっている（以下 WR 法）．
2019 年７月から 2019 年 12 月までに，当院で
W R 法を用いた T L H は 11 例あり，年齢中
央値は 50 歳，子宮重量中央値は 370 g，平均


























　当院では 2019 年 7 月より会陰腟壁裂傷が予
想される TLH において，経腟的子宮の回収に
Alexi s ®OW R（Fig.1）を使用している．
　具体的な方法は以下の通りである．当院の
TLH はダイアモンド型でポートを配置し，臍
上と右下腹部と正中へ 5 mm ポート，左下腹







s ®OWR の S サイズを挿入する．この時経腟
的に空気が漏れるが気腹圧が保たれる直前まで
カメラで Alexi s ®OWR の挿入の様子を観察







の 回 収 終 了 後，Alexi s ®OWR を 外 し 再 び
Vagi- パイプを挿入し腟断端の縫合を行う．
Ⅲ．結　　果
　2019 年７月から 2019 年 12 月までの期間に，
当院で W R 法を用いた T L H は 11 例であっ
た．症例は全て子宮筋腫の診断で手術を施行し，
年齢中央値は 50 歳，子宮重量中央値は 370 g，











































T L H では最も時間がかかってしまう手技の
ひとつである．
　Alexi s ®OWR は通常開腹手術や小開腹手
術の際に使用する．また腹腔鏡手術の時もラパ
ロスコピッックキャップを被せることにより気






































Fig. ３：腹腔内より Alexi s ®O ウーンドリトラク
ターを観察．腸管や尿管を巻き込んでいないか直
接確認する事が出来る．














では，TLH の発生率は 2% であり TAH の発




























い．ただし 1 kg を超えるような巨大子宮の摘
症例 年齢（歳） 子宮重量（g） 手術時間（分） 出血量（g）
1 47 290 91 5
2 44 750 119 100
3 51 590 111 50
4 50 300 98 170
5 51 320 107 200
6 44 250 88 40
7 44 660 158 160
8 54 300 90 10
9 42 370 103 20
10 50 720 188 250
11 54 450 124 110
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